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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  長嶺 俊  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
 Hypersialylation is a common feature of neurofibrillary tangles and granulovacuolar 












【対象と方法】28例の剖検脳脊髄組織 [AD 6例、パーキンソン病 (PD) 3例、多系統萎縮症 (MSA) 5
例、筋萎縮性側索硬化症 (ALS) 6例、進行性核上性麻痺 (PSP) 1例、Pick球を伴う前頭側頭葉変性



















橋のグリア細胞質内封入体 (GCI)、ALS脊髄のBunina小体・skein-like inclusion・round inclusion、
NIID皮膚の核内封入体、および生理学的に認める構造物 (lipofuscin顆粒、corpora amylacea、お
よびmelanin顆粒) はいずれも抗シアル酸抗体で染色されなかった。上記の神経変性疾患における検
討の結果、リン酸化tau蛋白陽性の病理学的構造物はシアル酸化されている一方、リン酸化tau蛋白
陰性の構造物はいずれもシアル酸化されていないことが判明した。 
【考察】本研究により、tau蛋白のシアル酸化がADおよびtauopathyに共通した特徴であることを明
らかにした。また、抗シアル酸抗体はADおよびtauopathyに特徴的な病理学的構造物を明瞭に検出す
ることができるため、本抗体は神経変性疾患の病理学的診断を行う上で有用であると考えられた。
従来、組織学的にシアル酸化を検出するためには糖鎖に特異的に結合する蛋白であるlectinが用い
られてきたが、これまでにGVDがlectinで検出されたという報告はない。本研究により、抗シアル酸
抗体でGVDが明瞭に染色されたことから、抗シアル酸抗体はlectinよりも鋭敏にシアル酸化を検出す
ることができると考えられた。本研究による成果は、ADおよびtauopathyの病態におけるシアル酸化
とリン酸化tau蛋白の神経細胞内蓄積の深い関係を明らかにするとともに、抗シアル酸抗体を用いた
免疫組織学的検討の臨床病理学的有用性を明らかにした。  
